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ま え が き

近年、情報化、国際化、少子高齢化、核家族化など、我が国の教育をめぐる状況の急激な
変化により、子どもの育ちの様々な課題が指摘されています。
しかし、子どもを取り巻く環境がいかに変化しようとも、子どもたちに豊かな心をはぐく

み、生涯にわたって、自ら学び、自ら考える力などの「生きる力」をはぐくむことが大切で
あり、幼児教育には、その基礎を培うことが求められています。
平成１８年１２月に改正された教育基本法の中で、幼児期の教育は、その後の人格形成の

基礎を培う重要なものであると規定され、幼児教育の重要性が明示されましたことは、御承
知のとおりです。
さらに、平成２０年１月１７日の、中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」においては、幼稚園教育は 「義、
務教育及びその後の教育の基礎を培う上で重要な役割を担っている」ことが示され、その上
で 「小学校との円滑な接続を図り、幼稚園における教育の成果が小学校につながっていく、
ことが大切である」と述べられています。文部科学省では、この答申を踏まえ、幼稚園教育
要領及び小学校学習指導要領を改訂しました。
今回の幼稚園教育要領の改訂において特徴的なのは、前述のとおり、幼稚園は、義務教育

及びその後の教育の基礎を培うという位置づけを明確化したことです。そして 「規範意識、
の芽生え 「思考力の芽生え 「表現力の芽生え」といった表現で、その実現を図っていま」、 」、
す。平成１１年に改訂された幼稚園教育要領の基本を引き続き充実、発展させる中で、発達
や学びの連続性の確保、領域「人間関係 「言葉」の重視、家庭生活との連続性の構築など」
の観点から、特に「内容」及び「内容の取扱い」に改善が加えられました。それに関連し、
子育ての支援やいわゆる預かり保育といった幼稚園の機能の拡大を図ることが大きく加えら
れました。
各幼稚園におかれましては、これらの趣旨を十分に踏まえ、教育課程の編成と指導計画の

作成の工夫、改善に取り組むことが求められております。
そのため 栃木県教育委員会では各幼稚園が教育課程の編成をする際の参考資料として 幼、 「

稚園教育課程編成の手引」を作成いたしました。それぞれの幼稚園において、幼児一人一人
が充実した、幼児期にふさわしい生活が送れるよう実践に生かしていただければ幸いです。
最後に、作成に協力いただいた委員の方々や関係各位に心より感謝申し上げます。

平成２１年 １月

栃木県教育委員会教育長
須 藤 稔
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※ 本手引は、教育課程編成の際の
参考としてお使いください。
その際は、幼稚園教育要領及び

幼稚園教育要領解説をお手元にお
いてご参照ください。

１ 平成２０年３月に改訂された幼稚園教育
要領は、すべて「教育要領」と表記しまし
た。また、幼稚園教育要領解説（平成２０
年１０月文部科学省）は、「解説」と表記
しました。

２ 吹き出しの中のページの表記は、幼稚園
教育要領解説（平成２０年１０月文部科学
省）のぺージです。

３ で示した内容は、今回、改
訂のあった教育要領の部分
です。

本手引の表記について

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������











- 5 -

３ 教育週数を考慮すること
毎学年の教育課程に係る教育週数は、学校教育法施行規則第３７
「 、 、条に 幼稚園の毎学年の教育週数は 特別の事情のある場合を除き

３９週を下ってはならない 」と定められています。。
特別の事情とは、台風、地震、豪雪などの非常変災、その他急迫

の事情があるときや伝染病の流行などの事情が生じた場合のことを
指しています。

４ 教育時間を考慮すること
教育課程に係る１日の教育時間については、４時間が標準です。

しかし、幼児が活動する時間は必ずしも４時間に限られたものでは
なく、それぞれの幼稚園において、幼児の年齢や教育経験などの発
達の違い、幼稚園や地域の実態等を
考慮し、適切な教育時間を定める必
要があります。

幼稚園教育要領ってなあに？

幼稚園教育要領は、幼稚園の教育課程の基準を表すものであり、幼稚園教育を行う
上でのより所となります。
新しい幼稚園教育要領は、平成２０年３月に告示されました。私たちが日々取り組

んでいる教育は、きちんと法令の裏付けがあるものだったのですね。
ところで、幼稚園での日々の教育を、私たちは保育と言っています。保育という言

葉は、今回、学校教育法が改正されても幼稚園の目的の中に残され使われています。
学校でありながら、教育という言葉を使わず、保育という言葉を使っている理由は、
幼稚園の教育が、小学校以降の教科を中心とする教育とは違って、幼児の自発的な活
動としての遊びを通して、その心身の発達を助長することを目的として行われること
にあります。
今回の幼稚園教育要領の冊子には、小学校の学習指導要領や保育所保育指針も併せ

て掲載されていますので、この機会に、小学校学習指導要領や保育所保育指針も、読
んでみてはいかがでしょうか？

小学校学習指導要領には、
幼児教育との連携（子ども同
士の交流、教職員の相互理解
など）も示されています。

コラム
①

４ 教育時間
を考慮する
こと

３ 教育週数
を考慮する
こと
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第２節 教育課程編成のポイントⅡ
～ねらい・内容はどう変わる～

１ 人間関係の深まりに沿って協同する経験を重ねること
今回の教育要領の改訂では 「協同」という言葉が使われまし、

た。平成１７年の中央教育審議会答申「子どもを取り巻く環境の
変化を踏まえた今後の幼児教育の在り方について」では、発達や
学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実のための取組として 協、「
同的な学び」の取組の推進が提言されました。今回の改訂では、
「協同して遊ぶ」という表現が使われていますが、幼児同士が一
つの目的に向かって工夫・協力していく活動であることに変わり
はありません。
しかし、協同するということは、単に友達と一緒に何かをする

ということではありません。大切なことは、一緒に活動する幼児
同士が目的を共有し、一人では得られないものに集中していく気
分を感じたり、その中で工夫し合ったり、力を合わせて問題を解
決したりして、自分も他の幼児も生き生きするような関係性を築
いていくことです。
幼児は、幼稚園に入園し、はじめて集団生活を経験します。そ

こから次第に人間関係がつくられ深まっていきます。共通の目的
が生まれてくる過程や、一緒に実現に向かおうとする過程だけで
なく、いざこざなどの葛藤体験を乗り越えていく過程をも大切な
経験として受け止めていくことが重要です。
また、人間関係の深まりに沿って、幼児自らが共通の目的を見

いだすようになることは、互いの学び合いの中で一人一人の学び
を豊かにしていく小学校教育との間をつなぐ重要な内容でもあり
ます。幼児が、人とのかかわりを深めていく過程をもう一度見直
すことが重要です。

２ 言葉による伝え合いと体験の充実
幼児期は、教師や他の幼児たちと幼稚園生活を共にしながら感

動を共有したり、イメージを伝え合ったりしながら様々な体験を
通して言葉が急速に発達してくる時期です。また、言葉に対する
感覚や表現力が豊かになることで、幼児の体験は更に広がり深ま
っていきます。幼児期において、体験と言葉は一体的であり、双
方向に作用しているのです。
しかし、近年の子どもを取り巻く環境の変化から、体験を通し

て学ぶという子どもの育ちの機会が大きく失われています。そこ
で、その役割や機会が幼稚園の教育に求められるようになったこ
とが、今回の改訂の背景にあります。
入園から卒園までを見通し、言葉による伝え合いと体験の充実

を図るための長期的な指導の見直しをすることが大切です。
例えば、話を聞くという側面から、伝え合いと体験の充実のた

めの指導について、表―１を参考に考えてみましょう。まず、年
、 。長児の内容から 年少や年中で大切にしたい経験を洗い出します

教育課程表を作成する際に重要なことは３つあります。この３つについて、理解しましょう。
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領域「人間関係」
内容（８）友達と楽
しく活動する中で、共
通の目的を見いだし、
工夫したり、協力した
りなどする。

内容の取扱い（３）
幼児が互いにかかわり
を深め、協同して遊ぶ
ようになるため、自ら
行動する力を育てるよ
うにするとともに、他
の幼児と試行錯誤しな
がら活動を展開する楽
しさや共通の目的が実
現する喜びを味わうこ
とができるようにする
こと。
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領域「言葉」
内容の取扱い（２）
幼児が自分の思いを言
葉で伝えるとともに、
教師や他の幼児などの
話を興味をもって注意
して聞くことを通して
次第に話を理解するよ
うになっていき、言葉
による伝え合いができ
るようにすること。

本手引の第２章第３節参照

１ 人間関係
の深まりに
沿って協同
する経験を
重ねること

２ 言葉によ
る伝え合い
と体験の充
実
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第３節 教育課程編成の実際

１ 編成の手順
（１）教育課程編成に必要な基礎的事項の共通理解
幼稚園教育は幼稚園教育要領などの法令に基づいて行われるも

のですから、全教職員がそれぞれに示されていることについて共
通理解をすることが大切です。◇教育課程編成に必要な
①関係法令、幼稚園教育要領解説等の内容の理解基礎的事項の共通理解
幼稚園教育要領など、教育課程の基準となる関係法令とその解

説について、全職員で共通理解しましょう。特に、今回改訂され
た部分の理解が大切です。

②幼児期の発達、幼児期から児童期への発達の理解
幼児期は人の一生の中でも変化の著しい時期です。幼児は、幼

稚園において、自分と他の幼児との関係をつくったり、かかわり
を調整しようとしたりしながら、自我の発達の基礎が形成されま
す。そのため、教職員は、園内研修などで幼児期の発達の特性を
共通理解をすることが必要です。
③幼稚園や地域、幼児の発達、保護者の願い等の実態の把握
社会の変化に伴い、地域の実情や保護者の願い、要望なども変

わってきていると思います。また、園舎の状況、保育者の構成や
経験年数なども変わってきているのではないでしょうか。その中
で育っている幼児の発達の姿も、変わってきていると思いますの
で、保育日誌や個人の記録の積み重ねなどを基にして把握しまし
ょう。また、保護者の願いなどについても、アンケートなどで、
把握していきましょう。

（２）教育目標の共通理解◇教育目標の共通理解
各幼稚園の教育目標は、幼稚園において教育課程を編成するよ

り所となるものですから、法令の示す幼稚園教育の目的・目標の
達成を前提としながら、現在の教育が果たさなければならない課
題や期待する幼児像などを明確にして教育課程の理解を深めるこ
とが大切です。
例えば、教育目標を「しんぼう強くがんばりのきく子ども」と

した場合について考えてみましょう。
幼稚園に入園した幼児は、規則や順番というものに出会います

が、はじめから抵抗なく受け入れられるわけではありません。は
じめは辛抱がなく、がんばりもきかないという姿があるのです。
教師は、それを理解し受け止めて、卒園までには、友達の考えも
取り入れながら、時には思いどおりにならないことがあっても、
自分なりの目的に向かって遊びを続ける子どもになってほしいと
願います。その姿が期待する幼児像です。そして、それは社会規
範の中で、忍耐力を身に付け自己実現を図る子どもを育成すると
いう、現在の教育が果たすべき課題でもあるのです。

関係法令・・・本手引の第１章第１節を参照

教育要領・・・本手引の第１章第２節、第２章第２節、第３章第２節を参照

１ 編成の手
順

教育要領解説にある編成の手順（解説５７ページ）に従って、実際に教育課程を編成しましょう。し
かし、編成の手順に一定のものはありませんので、各幼稚園の実情に応じてアレンジしてください。
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級への期待をもつ ちその遊びがきっかけとなって一緒に校庭で とは不安の軽減につなが。
□小学校の生活を 遊び始める。 る。知り合いの上級生、
知り、就学への期 先生ができたことは心強
待と安心感をもつ い。。

（１） 小学校の教師とのティーム保育
△小学校のねらい 活動の概要 考察
□幼稚園のねらい （交流を通しての成果）

小学校教員の専門性を生か「思わずリズムにの ・年中児がテラスでいろいろな楽器を使
す。って （音楽の教諭」 いリズム遊びをしている。そこに小学校

の教諭が入り、ボンゴでリズムを刻む。 やはり専門家のもつ迫力はと共に）
△園児の実態を保育 それまで園庭で遊んでいた幼児も少しず 幼児の心を引き付ける。しか
を通して理解する。 つ近付いてきて楽器を手にし、ボンゴの し、専門家だけでは保育はで
（教師） リズムにのって楽しそうに楽器をならす きない。専門性をどのように。
□専門家の刺激を受 雲ていで遊んでいる幼児もボンゴのリズ 生かすか考えるところにティ
けその後の活動に生 ムにのって体を揺すっている。体全体で ーム保育の意味がある。
かす。 リズムを感じ取っている。

共に評価する。「思いきりカーニバ ・カーニバルに向けた小学生の活動を見
るとともに、一緒にその場で遊ぶ。その 幼、小それぞれの教師が活ル （生活科の授業」
後、遊びの場を小学校の校庭に移し、園 動を評価し、評価の観点を交と保育の交流）
児の活動範囲を園庭から校庭に広げて小 換し合った。評価の観点を交△園児との活動を通
学生とのかかわりを深める。 換することで、それぞれが大して、違う自分に気
園児の遊び（リズム・おばけやしき・ 切にしているものが見えてき付く。

ジェットコースターなど）をカーニバル たと同時に、発達の連続性を□小学生の刺激を受
の出し物にすることとなり、張り切って 考慮した活動の在り方を再検けて、自分たちの遊
取り組む。 討するきっかけとなった。びを豊かにする。
カーニバルを終えて、幼稚園内で「思

いきりカーニバル」を再現し、年少組を
招待する。

（２）交換授業・保育を通して
これまでの教材を見直す。「三角形の秘密」 事前に様々な積み木を使っての ・

幼児の遊びの姿を伝え、それを生 年長組の形に関する意識、取り組（小学校の教諭によ
かして保育を構想する。 む意欲などが高いことがわかり、こる保育）

△算数教材の見直し 実際保育では「第５恩物」を使 の姿を小学校の教師が理解した上で
をする （教師） い 教師がある形を写真で提示し 小学校の教材を見直すきっかけにな。 、 、
□積み木での遊びを 園児が実際に積み木でその形を再 った。また、園児は大型積み木でも
通して「形」を意識 現する。写真は平面であり、見え 三角形を意識して遊んでいる姿が見
する。 ない部分があるため、三角形をう られ、遊びの場面に生かされていく

まく使わないと教師が提示した形 ことがわかった。
はできない。園児は試行錯誤をし
ながら課題に向かっている。
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専門家とのティーム保育において、担任がどのような役割を担って
いるかという側面から、教師のかかわりを見直すことが大切です。
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幼児教育から小学校教育への発達や学びの連続性の確保という側
面から環境の構成を考え、指導計画に位置付けます。
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幼児期の遊びの中で体験したことが、小学校で、知識として獲得されるという
学びの連続性について共通理解し、指導計画作成に生かすことが望まれます。
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４ 食育
食育という言葉が初めて教育要領に加えられました。食べるこ

とは、健康な心と体に欠くことのできないものです。幼稚園での
食育は、まず、毎日のお弁当や給食などを、先生や友達と楽しく
食べるという日常的なことを見直すことから始めましょう。
また、食育の取組は様々な活動へと広がっていきます。事例４

は、ある幼稚園で毎年行っている梨狩りでの幼児の姿から、幼児
が何を経験しているのかを洗い出した事例です。

＊年齢：５歳児 ＊時期：通年
経験した
こと

開花 《梨の成長に関心をもつ 》 ・ いつになったら食べられ。 「
《梨園のおじさんと親しむ 》 るんですか？」。
・近くの梨園に行き、梨の観察 ・ セミの抜け殻がある。ど「
や質問をする。 うしてこんなところにあるの

ですか？」
摘果 《梨が大きくなることを楽しみ ・梨の匂いに気付き、収穫へ

にする 》 の期待が高まる。。
・畑の仕事や梨の様子を見た ・ いつもよりたくさんの人「
り、話を聞いたりする。 が働いている。どうしてです

か？」
、熟成 《梨がおいしくなることに期待 ・梨園の方の話に興味をもち

をもつ 》 たくさん質問をしている。。
・梨を育てることの大変さや楽
しさを聞き、観察する。

・ 年少さんの分も採ってい「
収穫 《梨の収穫をみんなで喜ぶ 》 いですか？」。

・梨を収穫する。 ・ これ、ぼくが採った梨だ「
よ 」。

給食 《梨狩りのことを話題にしなが ・ あまーい 」「 。
ら楽しく食べる 》 ・自分でとった梨のおいしさ。
・園児全員で梨を食べる。 は、格別のようだ。

・ 葉っぱがなくなってる 」「 。
落葉 《梨の木の様子の変化に気付 ・今までと違う梨の木の様子

く 》 を不思議がっている。。
・葉のない梨の木を観察する。
・おじさんにお礼を言う。

ぼく、わたしの梨はおいしいね
食育を通した活動の広がり

このように、子どもたちは、一年間の梨狩りの活動を通して、食べることへの関心を高める、食べ物
を作っている人に感謝する、地域の人と親しむ、食べ物を大切にする、季節の移り変わりに関心をもつ
など様々な経験をしていることがわかりました。
したがって、指導計画に、一連の計画を位置付け、ねらいや環境の構成などを工夫することが大切で
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４ 食育
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時期
１年間の梨狩りの計画
（≪≫内は、主なねらい） 幼児の姿
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５ 入園当初の生活への配慮
幼稚園は、幼児が初めて出会う集団生活の場ですから、入園当

初は、特に、家庭との連携が重要です。
また、認定こども園では、幼稚園入園前から同じ施設で過ごし

ている幼児もいますので、幼稚園入園前の認定こども園における
幼児の生活経験に配慮した指導計画の作成に留意することが必要
になります。
新入児と継続児の混合クラス３歳児の４・５月の様子を例に考

えてみましょう。

・新入児にとっては、継①〔所持品の始末や好きな遊びの場面で〕
・新入児のＡ子：保育者のかかわりと併せて、継続児がシー 続児の生活の仕方や遊
ルをはったりタオルをかけたりする様子を見ながら、同じ びがモデルになってい
ようにやろうとする。 るので、ロッカーを近

・新入児のＢ男：継続児がいすを並べてバスごっこをしてい くにするなど、継続児
ると、それをまねて同じように遊び出す。 の姿が目に触れやすい

ようにしていく。

・継続児でもクラスの人②〔継続児だけでなく、新入児が加わった生活の中で〕
・継続児のＣ男：活発だったＣ男も、新入児と一緒の生活に 数が増えたり、周囲の
なると、自分の席を離れなかったり 「ママー！」と泣い 不安を感じて不安定に、
て保育者にだっこを求めたりしてくる。 なったりする子どもも

いるので、温かく受け
。入れていくようにする

・短時間と長時間で生活③〔短時間と長時間で、生活のパターンが一部変わる中で〕
・新入児で長時間のＥ子：短時間児は降園準備、長時間児は の流れに違いがあるの
午睡準備に入る。短時間児の帰る様子を見ていたＥ子は、 で、一人一人がそのリ
お昼寝しないで帰る 」と言い出す 「○○コースは、お ズムに慣れていくよう。 。
昼寝したらお迎えに来るから、先生と一緒に待っていよう 温かく見守っていくよ
ね 」と言うと、うなずいて着替え始める。 うにする。。

事例の の幼児の姿や教師の援助を基に年間指導計画を見直すと、次のように修①②③
正をすることができるのではないでしょうか。

・保育者や （今までのものに を基に加筆）と一緒に行うことで、所持品継続児 ①
環 の始末の仕方や生活の仕方が感じ取れるようにしていく。
境
構 ・新入児や （ を基に加筆）スキンシップを図った継続児も不安定になるので、 ②
成 り一緒に遊んだりしながら、一人一人を温かく受け入れて信頼関係を築いてい
の くようにする。
視

短時間児と長時間児で生活の流れが違うので、一人一人がそのリズムに慣れて点 ・
（ を基に加筆）いけるよう、温かく見守っていくようにする。 ③
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５ 入園当初
の生活への
配慮

幼 児 の 姿 （３歳児） 教 師 の 援 助
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Ａ幼稚園の日案を紹介します。
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「栃木の子どもをみんなで育てよう」運動

うちの子・よその子・栃木の子、みんなで育てて明るい未来

まずは、やってみよう！

☆人に迷惑をかけることは「ダメ」と言おう。

☆「あいさつ」の輪を広げよう。　　　　　　

☆「本の時間」をつくろう。　　　　　　　　
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